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■ アルト

CAA-KAW19095-01

ドライブレコーダーq

電源ケーブルw

1. 取付概要図

2. 取り付け位置

12mm

車両中心ドライブレコーダーq
貼付位置

セラミックライン端

車室外側からテープ等で
マーキングします

車室内側からテープ等で
マーキングします

車室内側からバックドアウインドウを見た図

14mm

1.	 ドライブレコーダーqの貼付位置に
マーキングをします。

リヤワイパー非装備車へは取り付けできません。
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1.	 バックドアトリムを取り外します。（クリップ9箇所）

バックドアトリム

クリップ（9箇所）

3.車両部品の取り外し
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ドライブレコーダーq

4番目に合わせる

両面テープ付き
ブラケットt

4. 取付要領
a. 両面テープ付きブラケットの取り付け

b. コードレールおよびクッションテープの準備

1.	 両面テープ付きブラケットtをドラ
イブレコーダーqに組み付け、左図
の位置に固定します。

両面テープ付きブラケット t 取り
付けの詳細は共通編「■ドライブレ
コーダーの取り付け」の〈両面テー
プ付きブラケットの取り付け〉を参
照してください。

1.	 コードレールrを左図のようにカッ
トします。

60×70mm
A

40×50mm
B

40×25mm
C

40×25mm
C

40×25mm
C

70×30mm
D

30×30mm
E

50×30mm
F

2.	 クッションテープiを左図のように
カットします。

	 A：	電源ケーブルwのヒューズ巻き
　	 付け用	

	 B：	電源ケーブルwのコネクター巻
　	 き付け用

	 C：	電源ケーブルw固定用

3.	 保護シートoを左図のようにカット
します。

	 D：	エッジ保護用
	 E：	エッジ保護用
	 F：	エッジ保護用

クッションテープi

保護シートo

25mm 25mm 25mm 25mm 25mm 25mm 25mm

30mm40mm 25mm 25mm 25mm

50mm150mm

120mm

55mm

200mm

コードレール	r
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c. ドライブレコーダーの貼り付け

2.	 ドライブレコーダーqを両面テープ
でバックドアガラスの左図の位置に
取り付けます。

12mm

車両中心ドライブレコーダーq

セラミックライン端

車室内側からテープ等で
マーキングします

車室内側からバックドアウインドウを見た図

14mm

1.	 貼付面の油汚れなどをきれいに拭き
取ります。

ドライブレコーダー q を貼る面の
油汚れなどをクリーナー !1 できれ
いに拭き取ってください。
汚れていると粘着力が低下し固定で
きなくなります。

・ドライブレコーダー q 取り付けの
詳細は、共通編の「■ドライブレ
コーダーの取り付け」を参照して
ください。

・リヤデフォッガの熱線の上に両面
テープの粘着面がかからないよう
にしてください。

電源ケーブルw

ドライブレコーダーq

コードレールrの端を両面テープ付き
ブラケットtの端に合わせる

200mm150mm30mm

コードレールr

1.	 左図のようにコードレールrを貼り付
けます。（3箇所：200mm、150mm、
30mmにカットしたものを使用する）

d. 電源ケーブルの配線

＜バックドアガラス上部の配線＞

2.	 電源ケーブルwを、コードレールr

に収めて配線します。

・ コードレール r を貼る面の油汚れ
などをクリーナー !1 できれいに拭
き取ってください。

 汚れていると粘着力が低下し、固
定できなくなります。

・ 温度が低い場合は、ドライヤーな
どで貼付面と両面テープを温めて
から貼り付け作業を行ってくださ
い。

・ この部位のコードレール r は、バ
ックドアパネルのプレスラインに
沿った平面部に貼り付けてくださ
い。

コードレールr

バックドアパネル

Rエンド

断面図
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25mm

25mm

25mm

25mm

25mm
25mm
25mm

25mm

50mm

120mm

電源ケーブルw

A

C

B

コードレールr

3.	 左図のようにコードレールrを貼り
付けます。（10箇所：120mm、50mm、	
25mmにカットしたもの使用する）

＜バックドアガラス上部〜バックドアガラス下部の配線＞

・ 部位Aのコードレール r は、バ
ックドアパネルのプレスラインに
沿った平面部→バックドアパネル
端の平面部へとパネルの変化に合
わせて徐々に貼り付け位置を変え
てください。

・ 部位Bのコードレール r は、バ
ックドアパネル端の平面部に貼り
付けてください。

・  部位Cのコードレール r は、バ
ックドアパネル端の平面部→バッ
クドアパネルのプレスラインに沿
った平面部へとパネルの変化に合
わせて徐々に貼付位置を変えてく
ださい。

コードレールr

バックドア
パネル Rエンド

コードレールr

バックドア
パネル

コードレールr

バックドア
パネル

断面図

コードレールr

バックドア
パネル

断面図

コードレールr

バックドア
パネル

Rエンド

コードレールr

バックドア
パネル

コードレールr

バックドア
パネル

断面図

4.	 電源ケーブルwを、コードレールr

に収めて配線します。
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電源ケーブルw

上端を揃える

合わせる

リヤデフォッガー
ワイヤー

コードレールr（55mm）

コードレールr
（40mm）

電源ケーブルw

合わせる

25mm
×2個 55mm40mm

リヤデフォッガー
ワイヤー

コードレールr

コードレールr

コードレールr（55mm）の
延長線まで10mm程度となるように
コードレールr（40mm）の長さを
40mm～25mmの範囲で調整してください。

5.	 左図のようにコードレールrを貼り
付けます。（1箇所：55mmにカット
したものを使用する）

6.	 左図のようにコードレールrを貼り
付けます。（3箇所：40mm、25mm
にカットしたもの使用する）

＜バックドアガラス下部の配線＞

7.	 電源ケーブルwを、コードレールr

に収めて配線します。

この部位のコードレール r は、バ
ックドアパネルのプレスラインに沿
った平面部に貼り付けてください。

リヤデフォッガワイヤーと電源ケー
ブル w との交差部は、左記詳細図
を参考に通してください。

コードレールr

バックドアパネル

Rエンド断面図
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リヤワイパーモーター
コネクター

IG電源コード
（ハーネス側から見て下段右）

電源ケーブルwの
IG電源コード（赤）

中継コネクターe

GNDコード
（ハーネス側から見て上段左）

電源ケーブルwの
GNDコード（黒）

中継コネクターe

リヤワイパーモーター
コネクター

ヒューズ
固定箇所

クッションテープi
（40×25mm）

電源ケーブルw

電源ケーブルwの余長電源ケーブルw

束線バンド!0

束線バンド!0

束線バンド!0

保護シートo
（50×30mm）

保護シートo
（30×30mm）

保護シートo
（70×30mm）

8.	 電源ケーブルwをリヤワイパーモー
ターコネクター部まで配線します。

11.	電源ケーブルwを、クッションテー
プiおよび束線バンド!0で車両ハー
ネスに固定し、余長は束線バンド!0

で車両ハーネスに固定します。

＜リヤワイパーモーター部の配線＞

・2 分割されている 電源ケーブル w

を共通編の「結線図」を参照して
接続してください。

・電源ケーブル w の接続は、共通編
の「結線図」を参照して接続して
ください。

・中継コネクター e の接続方法は、
共通編の「中継コネクターの使用
方法」を参照して接続してくださ
い。

・板金エッジ部に保護シートoを左
図のように貼り付けてください。

・バックドアトリムを復元した際に、
バックドアトリムが電源ケーブル
wに押されて膨らまないように、
電源ケーブルwの形を整えてくだ
さい。

9.	 リヤワイパーモーターコネクター（白
色）のIG電源コードに電源ケーブル
wのIG電源コード（赤色コード）を
中継コネクターeで接続します。

10.	リヤワイパーモーターコネクター（白
色）のGNDコードに電源ケーブルw

のGNDコード（黒色コード）を中継
コネクターeで接続します。
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30mm以上

バックドア
トリム（裏面）

電源ケーブルwをはさみ
込む部位の凸部を切り取
り加工する。

切り取り加工部

5mm以上（電源ケーブルwが
はさみ込まれない幅を確保してください。）

15.	バックドアトリム（裏面）を左図の
ように加工します。

ニッパーで
切り取る

ニッパーで
切り取る

1

むしるように
取り除く

2 3

ヤスリで端部を
整える

＜加工例＞

干渉部分をマーキング
した後に切り取る

バックドアトリム電源ケーブルw

5mm

5mm

12.	バックドアトリムを一時的に仮組み
し、電源ケーブルwとの干渉部をマー
キングします。

13.	バックドアトリムを取り外し、マー
キング部を切り取り加工します。

14.	加工部のバリなどをヤスリ等で整え
ます。

バックドアトリムに傷を付けないで
ください。

バックドアトリムに傷を付けないで
ください。
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5. 車両部品の復元

●	ネジの締め付けトルクが規定されているものがある場合は、規定のトルクで締め付けてください。

1.	 取り外しと逆の手順で取り付けます。

・車両部品復元時に一時的に取り外した部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取り付け前の  
 状態に戻してください。（コネクター類の接続・締め付けトルク等）
・取り付け作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。
 車の電装品（ブレーキ、ライト、ホーン、ウインカー、ハザードなど）が正常に動作しない状態で使用する  
 と、火災や交通事故の原因になります。
・オートライト機能装備車の場合は、オートライト未作動状態での点検を行ってください。


